
令和3年度 情報化プラザ

中小企業のためのサイバーレジリエンス
～サイバー攻撃からの早急な復旧のための備えとは？～

サイバーセキュリティの必要性とその困難さ
サイバー攻撃によるリスク
サイバーレジリエンスの概念と重要性
中小企業が備えるべきサイバーセキュリティとサイバーレジリエンス

開催日時 2021.12.1(水) 会 場 京都経済センター
14:00～16:15                      6階 6-B会議室

主催：公益財団法人京都産業２１ 所在地 京都市下京区中堂寺南町134 https://www.ki21.jp
共催：京都中小企業情報セキュリティ支援ネットワーク（Ksisnet） https://www.ksisnet.kyoto/

セミナー① 14：05～14：35

サイバー犯罪の現状と対策

セミナー② 14：45～16：15

中小企業のためのサイバーレジリエンス
～サイバー攻撃からの早急な復旧のための備えとは？～

講師：京都府警察本部生活安全部サイバー犯罪対策課
近畿管区警察局京都府情報通信部情報技術解析課

講師：上原 哲太郎 氏（立命館大学 情報理工学部 教授）

サイバー犯罪の現状と対策
デモンストレーション（ランサムウェア等）
Ksisnetの活動内容について

本セミナーのポイント

本セミナーのポイント

上原哲太郎（うえはら・てつたろう）
1990年京都大学工学部情報工学科卒業。
1992年京都大学大学院工学研究科情報工学専攻修士課程修了。
京都大学博士（工学）

特定非営利活動法人デジタル・フォレンジック研究会会⾧
特定非営利活動法人情報セキュリティ研究所理事、一般財団法人情報法制研究所理事
芦屋市最高情報統括責任者(最高情報責任者)補佐官、京都府警察サイバーセキュリティ戦略アド
バイザー、和歌山県警察サイバー犯罪対策アドバイザー、滋賀県警察サイバーセキュリティ対策
委員会アドバイザー、CRYPTREC暗号技術検討会、暗号技術評価委員会、暗号技術活用委員会の
各委員

サイバーセキュリティはどれほど強化しても、完全性を確保することは非常に困難であることから、近年ではサイ
バー攻撃を受けたとき、その影響を最小化し、早急に元の状態に戻す仕組みや能力「サイバーレジリエンス（レジリ
エンス＝「復元力」「弾性」）」の重要性に注目が集まっています。今回のセミナーではサイバーレジリエンスの概
念と重要性、また中小企業が備えるべきサイバーセキュリティとサイバーレジリエンスについて学びます。

新型コロナウイルス感染症にかかる緊急事態宣言時の対応について・・・
当セミナー開催日において、「緊急事態宣言下」であることが確実となった場合、セミナーの中止若しくは、内容・時間帯・
開催方法等を変更する場合があります。予めご了承ください。

Ksisnet･･･京都府内中小企業からの情報セキュリティ対策等に関する相談対応を行い、京都府、京都市、京都府警
察、府内経済団体や大学教授等の専門家が連携し、情報セキュリティ向上や対策への支援を行っています。

公益財団法人京都産業２１、京都中小企業情報セキュリティ支援ネットワーク 共催




